
　慶弔金および見舞金規定
第１条（目的）
この規程は、就業規則第６１条により、職員の慶弔金および見舞金について定めたものである。
第２条（適用範囲）
この規定は、本会事務職員として、正規の職員に適用されるものとする。

２．次の各号の職員については、本規則は適用しない。

①嘱託職員

②臨時雇

③その他、前項によらない労働契約によって採用された者

第３条(支給額)
この規定でいう支給額は、別表に定めた金額とする。 
第４条（重複支給の禁止）
　　同一世帯の２名以上の職員が勤務している場合、慶弔見舞金支給にかかる事由が発生しても、原則として重複して支給はしない。

第５条（証明書類の提出）

この規定の適用を受けようとするものは、すみやかに、これを証明するに足る証明書、または診断書を提出しなければならない。
 eq \o\ad(付　　　　　則,　　　　　　　　)
１．この規程は、昭和５８年４月１日より実施する。
２．この規則は平成２３年４月１日より改正施行する。
別表

	区別
	事項
	金額

	祝金
	結婚祝金（再婚も含む）

出産祝金（第１子のみ）
	３０，０００
１０，０００

	死亡弔慰金
	職員本人の場合

配偶者の場合
	２０，０００
１０，０００

	
	· 本人及び実父母、実子ならびに同居家族の死亡に際しては樒を贈る。

· 葬儀終了後に請求のあった場合は、２，０００円を支給する

	傷病見舞金
	その病状により
	２，０００～１０，０００

	
	○傷病による休業が２週間以上におよび、医師の診断書を添えて請求があったとき
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